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“The Blind Man”考
鉄 村 春 生
　Katherine　MansβeldにあてたD．　H：．ロレンスの＝書簡に，“1’ve　not　done‘The　Fox’
yet－but　I’ve　done‘The　Blind　Man’一the　end　queer　and　ironicaL”（丁乃θco1Zθc’θ4
Lθ伽γ∫oヅρ．ELα灘θπ‘θedited　by旺TL　Moore，　p．566）という一文がみえる。この
書簡の日付けから，“The　Blind　Man”の創作は1918年11月21日以前であるといえる。ま
た，Catherine　CarswellはGloucestershire州のthe　Forest　of　Deanにロレンス夫妻を
招いて楽んだ日々を回想して，“It　was　here　that　Lawrence負rst　thought　of　his　story
Called　T勉．B1痂♂漁”．”（1「肋8α⑳αgθ窺1gγ加αgθ，　p．113）と書いているが，そのときの
ロレンスの滞在は1918年8月のことである。この二つの記録から，“The　Blind　Man”は
1918年8月から11月の三週めごろまでの期間に書かれたものと考えられる。
　1920年7月のEπg1ゼ曲Rθ碗”誌に発表されたのち，短篇集EπgJ伽4！吻EηgJα”4
（1922）に収められた。
　作品冒頭の一節は，そのリアリスティックな叙述のなかに，ほとんど寓話と呼んでよい
ような展開をみせるこの作品の主題と構成を示唆している。すなわち，　イザベル（Isabel
Pervin）が家の外と内との二つのもの音一彼女のもっとも大切な旧友バートラム（Bertram
Reid）を迎えにやった馬車のもどってくる車輪の音と，フランダースの戦いで失明して，
暗闇を手さぐりでうごめいている夫モーリス（Maurice）の足音　　を部屋のなかで聞き耳
をたてて待っている情況がそれである。
　バートラムは有能な法廷弁護士として，また高名な文学者として華やかに社会的活勤を
しているが，個人としては，女性に「肉体的に接近できない」という不毛地帯をかかえて
いる。その弱点を恥じて，みずからもおのれの存在の核は「無性で，無」（neuter，　nothing）
だと感じている34～35歳の独身である。
　モーリスは，盲目となって帰国すると，農園の経営は農夫一家を雇ってこれにあて，み
ずからも日常の手仕事に従事しながら，光りを失って限定された暗闇のなかで物と直接に
触れる歓びに生きている29歳の男である。その歓びとは，触覚のみをとおしての直覚によ
る理解の歓びである。
　バートラムとモーリスとの対比は，社会と個人，意志と肉体，分析と綜合，ロレンスの
表現でいえば“the　mind，　that　is　the　Light”と“the　senses，　they　are　the　Darkness”
（7励薦g玩伽伽1y，　p．35）の対照となる。この対照法によってロレンスの導きだそうとす
るものが・生涯にわたって彼の追求した主題であり，この作品においては，肉体の接触に
両者を融合・調和する媒体をみようとする作者の野心となっている。
　知性の代表者と感覚の具現者との音を；期待しているイザベルは，二人の特性を兼備して
いる・彼女は・社会から隔たった夫と二人きりの親密に満足と幸せを発見している。と同
時に，スコットランドの新聞に書評をのせて，知的な関心を持続させている30歳の女であ
る。友人としての誠実さと優しさのゆえにバートラムを尊敬しているが，その「無性で，
無」は軽蔑している。
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　夫の属する「暗闇」の価値を肯定しながらも「光り」の世界と・も接触を保ち，また，感
情や本能を欠損して知性と分析力のバネは弾んでいる友人を心待ちにしているイザベル
は，一見，ロレンスの理想像とも思える。なぜならば，1915年の末，ロレンスはBertrand
Russdlにつぎのように書き送っているからである。
　　One　lives，　knows，　and　has　one’s　being　in　the　blood，　without　any　reference　to
　nerves　and　brain．　This　is　one　half　of　life，　belonging　to　the　darkness．　And　the
　tragedy　of　this　our　Iife，　and　of　your　life，　is　that　the　mental　and　nerve　consciousness
　exerts　a　tyranny　over　the　blood－consciousness　and　that　your　will　has　gone　completely
　over　to　the　mental　consciousness，　and　is　engaged　in　the　destruction　of　your　blood－
　being　or　blood－consciousness，　the丘nal　liberating　of　the　one，　which　is　only　death
　in　result．（Tゐθσ01」θcオθ♂Lθ麗θ7∫oゾD．π．　Lα伽θπ‘θedited　by　H：．　T．　Moore，　p．393）
　ロレンスは，「知の意識」の「専制」から「血の意識」を解放して，両者の均衡のとれ
た綜合体としての人間を究極に考えている。書簡がことに「血の意識」を強調しているの
は，現代人の生活で極度に虐待されている「血の意識」の復権を唱えるためである。
　この「血の意識」と「知の意識」との綜合と調和の理想像を，イザベルは表らわしては
いない。それどころか，彼女はモーリスとバートラムの世界のいずれにも決定的に属しき
れない曖昧さをかかえこんでいて，そういう不安定な像に規定されているのである。作者
の思想を内包したモラルの類型という観点からは，男性の人物二人がその類型の輪郭を明
確にしているのにたいして，イザベルは不明瞭で，中間的でしかない。モーリスもバート
ラムも，性格造形術の一般論からは，ロレンスの創造した他の作中人物と変わることなく
不完全でしかないが，寓話としての“The　Blind　Man”における機能は完全に果たしてい
る。イザベルは寓話形式の意図にこそ則しきれない不鮮明さをもっているが，その意図に
則しきっていないという事実によって逆説的に，物語の展開上における立場を不動にして
いる唯一の人物となっている。つまり，二つの対立する価値の領域に同時にまたがること
で，物語の進展をはかっている。作品の冒頭が示唆的であると書いたのも，一つには，イ
ザベルがモーリスとバートラムの世界を連結するための中間地帯を暗示しているというこ
とでもあったのである。
　イザベルの未決の状態そのものは，自然にたいする二人の男の客観化された反応の姿勢
の相違からも帰納できる。そしてそれは，その相違のインデックスとなって彼女の機能を
弁明している。
　二つの「エピソード」を数時間の枠に整えているこの物語がはじまったときは夜で，雨
が激しく降り，11月の冷たい風が吹きすさんでいる。この自然の情況に，バートラムは脅
威を感じ苛だちをおぼえて，雨のために愚鈍に（imbecile）なっている。自然力にもっと
もあらわに動揺と不安，不能ぶりを示している彼とはふたたび対照的に，モーリスは雨や
風暗闇と等質なおのれを示してさえいる。イザベルはといえば，楡の樹間に風が縛り，
雨が激：しく吹きつけるなかを母屋から漆黒の闇に閉ざされた納屋に夫を探しに出かけたと
き，一方では明かりをもってこなかったことを後悔するという合理的な分別を示しながら，
“Half　she　liked　it，　half　she　felt　unwilling　to　battle．”と表現される情緒的判断を示してい
る。ここでも，　「血の意識」と「知の意識」との狭間にいるイザベルである。
　二つの「エピソード」が作品のテーマをドラマ化しているのであるが，ドラマの舞台は
きわあてロレンス的である。それは共通して暗い納屋であり，かつ，母屋から納屋ぺとそ
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れそれイザベルとバートラムがモーリスを探しにゆくという，すなわち，明から暗へと新
しい価値の存在様式探索の冒険を試みるという，反復されるパタンとなっている。
　ランプで明かるい食堂から暗闇へと，盲目の男を探しに最初の巡礼の旅にたつのはイザ
ベルである。
　　She　could　hear　and　feel　her　husband　entering　and　invisibly　passing　among　the
　horses　near　to　her，　in　darkness　as　they　were，　actively　intermingled．　The　rather　low
　sound　of　his　voice　as　he　spoke　to　the　horses　came　velvety　to　her　nerves．　How　near
　he　was，　and　how　invislble！The　darkness　seemed　to　be　in　a　strange　swirl　of　violent
　life，　just　upon　her．　She　turned　giddy．
暗闇にいるがゆえにイザベルは，馬の「熱い生命」（the　hot　animal　Iife）を感覚するこ
とができるし，馬に話しかける夫の声を「ビロードのように柔らか」だと触感に転換して
反応もできる。男の人物が馬に優しく語りかけるのを女の人物が立ち聞きするとき，生命
力が女の内部に細波をたてる場面が「息子と恋人』にもある。これは，ロレンスの感覚が
作家としての彼の想像力と結びつく，その結びつき方と関係がありそうである。イザベル
の反応は感覚の領域の特徴であり，　「暗闇」の住人として盲目の男と同盟している彼女の
保証書である。だが他方では，暗闇であるがゆえに，彼女は夫や動物の姿を視覚で確認で
きないことからおこる不安と驚きももっている。これは，盲目の夫との親和と対峙する彼
女の残りの半面である「知の意識」である。
　しかしながら，この引用文中でなによりも圧倒的に働いていると認めなければならない
のは，　「暗闇」の「渦」まく感覚であろう。「動物の熱い生命」と盲目の男との「血の意
識」が「活発に交流しあい」，一体となって「暗闇」に溶け，その「暗闇」は「烈しい生
命の不思議な渦」となってイザベルを襲っているようだという。ロレンスの感受性では，
馬の内にあふれている生命力が，生命力本来の力によって，動物の分類学上の形態や術語
の拘束をおし破って流れだし，「暗闇」に「渦」まいて充満しているのである。これはロ
レンスの作品では公式となっている感受性による洞察であるだけに，彼にはつねに真実の
洞察であったはずである。
　その作者がここで「暗闇」で喚起しようとするものは　　不完全にしか喚起されていな
いが一盲目の男の暗い世界のたんなる象徴ではなく，盲目の男のもっと直接の肉体的な
意識そのものである。「知の意識」がろ過する観念化の過程をまったく除外した，盲目の
男の「純粋接触」（pure　contact）による把握，動物的あるいは原始的な把握のみが可能な
世界である。そして，そういった価値に満ちた「暗闇」がモーリスの存在様式のすべてで
ある，というのである。
　「烈しい生命の渦」が「不思議」であるのは，視覚の生活への慣れが視覚の通用しない
暗闇に衝突しておきた驚きに関連しているし，「烈しい生命の渦」にはじめて洗礼された
ものの驚異の念を表らわしているのもたしかである。だからこそ，イザベルは「目まい」
を感じているのである。「目まい」は，視覚や知性に律せられた生活の秩序が「暗闇」に
切り崩されて，混沌となった状態を指している。そして混沌は，イザベルに恐怖となって
表らわれている。
　その恐怖と不安は，夫を明かるいところで視覚による認識の対象とするまで，消えない。
しかし，明かるさのなかで夫をとらえることができるようになると，別な種類の恐怖が彼
女を襲いはじめる。夫が別な次元の存在に変容しているように思えるからである。そのと
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きの彼女からは視覚の作用が後退して，暗い納屋にいたときとおなじ本能的（feel）な知
覚方法が中心となって，盲目の男を，
　　For　a　moment　he　was　a　tower　of　darkness　to　her　as　if　he　rose　out　of　the　earth．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ととらえている。イザベルには，盲目の男は巨大なるものに変わっている。そして男の逞
しい脚は，「大地を知っているように思える」と述べられる。
　うえの引用文中の盲目の男は，男性の性的なイメージでとらえられている。またそこに
は，　『虹』のブラングウェン薄め初期の男たちが，大地や大空を，植物や鳥獣を，農耕や
搾乳などのあらゆる営みを，自分たちの本能と情熱の生活のリズムに消化しているさいに
みられる巨大さがある。それは，官能の濃縮された力強さの象徴といってもよい。したが
って，　「暗闇」との一体化の儀式を通過して巨大になった盲目の男の指先は，イザベルの
頬に触れるとき，彼女に「催眠術をかけるような」（hypnotising）影響をあたえる。
　盲目の男のこの呪術的な能力は，日常の現象のなかでは，盲目という特殊情況でえられ
たある集中力に起因するのだと理解してよかろうが，M．　Spilkaは‘a　change　of　being’
（丁乃θL・⑳θ働ゴ。（ザ1）．亙Lα灘θπcθ，　p．26）とそれを呼び，作者ロレンスは「血の先見」
（blood－prescience）によるとみている。この「血の先見」が盲目の男の存在様式を決定し
ているのであり，生きていることの至高の真実を彼にあたえているのである。それはつぎ
のように述べられる。
　　Pervin　moved　about　almost　unconsciously　in　his　fami五iar　surroundings，　dark　though
　everything　was．　H：e　seemed　to　know　the　presence　of　objects　before　he　touched
　the凪It　was　a　pleasure　to　hirn　to　rock　thus　through　a　world　of　things　carried　on
　the　flood　in　a　sort　of　blood－prescience．　He　did　not　think　much　or　trouble　much．
　So　long　as　he　kept　this　sheer　immediacy　of　blood－contact　with　the　substantial
　world　he　was　hapPy，　he　wanted　no　intervention　of　visual　consciousness．　In　this　state
　there　was　a　certain　rich　positivity，　bordering　sometimes　on　rapture．　Life　seerned　to
　move　in　him　like　a　tide　lapPing，　IapPing，　and　advancing，　enveloping　all　things
　darkly．　It　was　a　pleasure　to　stretch　forth　the　hand　and　meet　the　unseen　object，
　clasp　it，　and　possess　it　in　pure　contact．　He　did　not　try　to　remember，　to　visualise．
　He　did　not　want　to．　The　new　way　of　consciousness　substituted　itself　in　him．
　ロレンスは，「視覚の意識」を介入させることなく，理性の分析を排除し，記憶にたよ
ることもせずに，もっぱら「血の接触」による理解とその歓喜を信じる。そしてさらに，
「血の接触」の勝利を謳おうとする。それは彼の生命主義の宗教へとのびてゆく。だから
こそ，　「血の先見」を説いて，　「生命」が躍動するようだと言及されてくるのも自然とな
る・「生命」を「潮」に喩え，　「うち寄せ，うち寄せ」てその充実感が満ちてゆくさまを
語の反復で表らわす文は，　「生命」の脈動を生々しく掬いあげようとする作者の意図に報
いている，といってよかろう。
　　「血の接触」の勝利を謳おうとする，ということは，この短篇において，ロレンスは
「血の接触」の実験を試みていることである。それは，との時期の彼の思想の存亡を賭け
ての実験である。彼にとって，思想は虚構であってはならず，それ自体で存在して純度を
高めていく理論体系であってはならない。それはつねに，彼が生きていることの証でなけ
ればならず，現実と対等に対決しなければならない。この場合の現実とは，言語芸術家と
してのロレンスが小説を書くことを指す。思想という虚構を現実化することの困難が，と
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きとして彼を非論理に彼を追いこむ。そもそも彼の思想そのものが神秘的で，超論理であ
るというせいでもある。しかしながら，信念を小説のなかで実験として賭けつづける彼の
率直さと切実さは，作品で出会える彼の魅力の一つであるζとはまちがいない。
　『恋する女たち』のなかで，バーキンは「視覚に映らない女」が必要であると説いてい
る。「視覚に映らない女」とは，美醜などといった社会や個人の観念による規定をこえた
女を指していて，生理学上でも形態学上でも限定できない面での女のことである。外観や
観念，慣習からの認識からはみでた部分の女の実体である。“The　81ind　Man”のコンテ
キストでいえば，既存の諸概念によって知るのではなく，実体に直接衝突して実体だとわ
かるような方法・「純粋接触」が真の女性の発見につながるというのである。視覚という
間接の方法で識別するのではなく，触覚によってもっと直接に，それだけにもっと原始的
に，それだけにもっと「血」的に女性を，さらに男性を発見しようとするのが，“The　Blind
Man”の盲目の男である。
　モーリスはまちがいなく妻と豊饒な暗闇を享受し，満足していた。しかし時の経過は，
ときとして結婚生活の輝きを薄れさせた。そんなとき，モーリスはおのれの生が苦痛とな
り，おのれの存在を荒廃させるような憂うつでしめつけられた。妻は妻で，そんな夫の存
在が自分に耐えがたい重荷としてのしかかり，その緊張感に押しつぶされそうになるのを
感じた。危機を逃れようとして，夫のすべてを所有することで無節制な快楽をえることも
あったが，それもかりそめの解決でしがなかった。女性の所有意志は『息子と恋人』の女
性で顕著になり，『虹』と『恋する女たち』の女性で救いがたい狂暴さに達しているが，
この短篇においては，作者の関心の方向にそわないことからであろう，また実験の目的に
合致させるためであろう，希薄となり，適当に端折られている。
　実験の物語展開上の導入手段として，バートラムを呼んで夫婦の豊かな生活の間隙に入
りこむ重い影を追い払い，「外部世界とのより広いつながり」（some　further　connection
with　the　outer　world）が求められることになる。
　バートラムが到着する。バートラムとモーリスとの対照の関係は，ロレンスの思想から
は相補の条件となっているが，作品のなかでは反撹と敵意の関係となっている。それは
『恋する女たち』のバーキンとジェラルド，　『息子と恋人』のポールとバクスターの関係
と重複している。
　夕食のあと，モーリス，イザベル，バートラムの三人は炉辺の雑談をする。イザベルが
薪を入れたり，火かき棒でつつくたびに，炉のなかで火の粉（‘clouds　of　brilliant　sParks’
や‘clouds　of　soft　brilliant　sparks’）があかあかと舞う。やがてその明かるさを避けるよう
に，モーリスは部屋を出る。しばらくもどってこない彼を探しにバートラムがあとを追う
と，モーリスは納屋のなかで蕪の根をつぶしている。二人がイザベルの話を交わしている
と，突然，暗闇のなかでモーリスはバートラムに触れる許可を求める。一瞬バートラムは
ひるむが，博愛心から不承不承に認める。　　　　　　，
　盲目の男は敏感な指で頭から，眉，眼，鼻梁，鼻孔，口ひげ，口，あご，肩と順に触れ
る。法廷弁護士は，生命を探るような盲目の男の指のために口もきけず，「ほとんど完全
に破壊されて」（almost　annihilated）立っている。つぎに，盲目の男は自分の眼の深い傷
痕に触れることを要求する。すると法廷弁護士は，イザベルの場合と同様に，「催眠術に
かけられたように」（as　if　hypnotised）命令通りに手で触れる。すると盲目の男は，醜い
傷痕に当てられた法廷弁護士の手のうえに自分の手を重ねる。法廷弁護士が「気絶し，意
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識を失くし，拘禁されたように」（as　if　in　a　swoon，　unconscious，　imprisoned）なおも立ち
すくんでいると，盲目の男は手をはずして，
　　“We　shall　know　each　other　now．”
という。
　暗闇における肉体の接触は，啓示の瞬間である。この暗闇をR．EPritchardは‘the
mindless　animal　warmth　of　the　dark　barn（like　the　womb－barn　of　T乃θRαゴπ60zの’（D．
ELαωγθηcθ：Bo4γo∫Dαγんπθ∬，p．110）としているように，そこは可変力や生産力をひ
そめた「母胎」であり，　「生命」のはじまりの場に考えられている。モーリスとイザベル
の場合もそうであった。またこの場面は，ロレンスの儀式が行こなわれた場面として，
“AModern　Lover”（1934）の納屋の場の延長上で解釈されなければならない。1909年に
は書きあげられていたと推定されるこの初期の短篇では，まだ散文的・日常的な要素が混
在していて，二人の男の人物のあいだには儀式と呼べる段階まで成熟していない。ロレン
スの感覚の成熟度と無関係ではあるまい。トムが‘κy’や‘yκ’で表らわされる抽象的な問
題を不得意としていると思われているように，その知性の不活発は「血管に脈うっている
力強い土俗的な血」（the　strong　provincial　blood　that　beat　in　his　veins）のせいである。
一方，都会人であるシリルはミュリエルに，“Ishall　never　be　blindly　in　love，　shall　IP”
とみずからを認め，彼女からも“You　won’t　be　blindly　anything．”とだあを押されてい
る。ここでは，田舎人の血は知性を盲目にし，教養人は感情が盲目となっている。この二
人の男が暗い納屋に入ると，二人からそれまでの違和感が薄らぎ，トムは自分に優等意識
と軽蔑の念をあらわに表らわしていたシリルにたいして，「保護の気持ち」をおぼえる。
シリルはトムの「動物性」に強く魅される。そして二人は，奇妙な一体感に接近しはじめ
ている。
　納屋がいかにも儀式の場らしくなっている“The　Blind　Man”においては，トムの「保
護の気持ち」は「熱く鋭い愛，友情の熱情」（hot，　poignant　love，　the　passion　of　friendship）
へと烈しく心を刺す感情に変わり，それが盲目の男を狂おしく昂揚させている。しかも，
その「熱情」が彼に「啓示」（arevelation）としてはしっている。肉体の接触に喚起され
た「熱情」が，暗闇の世界に閉じこもっていた盲目の男を「外部世界」との連帯に向かわ
せる力となる。
　盲目の男が法廷弁護士におのれを触れさすことは，「血の先見」による理解の存在する
ことを教えることであった。醜い傷痕は，「純粋接触」を認識方法のすべてとする盲目の
男の象徴である。その象徴に触れさせることは，「血の意識」に「知の意識」の統合を図
り，前者の孤立状態を後者の社会的連絡に向かって開こうとする行為の表象でもある。
　盲目の男の試みた男と男との肉体的接触と，それを通じての「友情の熱情」の成就は，
ポールとバクスターの喧嘩，バーキンとジェラルドの柔術，エアロンとリリーの摩擦など
の行為と，その結実である絆とのそれぞれのヴァリエイションである。盲目の男と法廷弁
護士との接触は，反携と敵意とを共通の出発点としながらも，ポールとバクスターの喧嘩
よりも儀式という面で洗練されており，達成しようとしている目的では，バーキンとジェ
・ラルドの「血友」（Blutbruderschaft）に類似し，精神と肉体の拡大感という目的と結果か
らは，エアロンとリリーの摩擦に向かう一道標となっている。
　しかしながら，肉体の接触の祭儀はかならずしも男二人の司祭者を要求しない。“You
Touched　Me”（1920）では，たとえば，偶然の肉体の接触が，女に因襲の殻を打破して中
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流階級の意識をのりこえさせ，下層階級の男の生の世界へと女を導く力の母胎となってい
る。また，バーキンは，ハーマイオニから青金石の文鎮で頭部を強打されたあと，草花，
木々，大地などとの官能的な接触からですらもふたたび社会に向かう活力をえている。こ
のように，肉体の接触で，欠如している力や価値を埋めようとすることや，あるいは失わ
れた価値や力を回復しようとすることがロレンスの基本的な狙いであることがわかる。
　“The　Blind　Man”の狙いも，付加的という条件を除けば，まったくおなじである。付
加的というのは，暗闇における「純粋接触」を媒介にして成就された男と男の「友情」が，
おなじ条件のもとで達成された男と女の絆を基盤にして成立している，という意味である。
モーリスがバートラムとの関係に「外部世界とのつながり」を果たそうとした行為が付加
的なのであるが，その付加的行為はけっして二義的ではなく，基盤よりも重大な発展をめ
ざすものである。それゆえに，モーリスは，結婚という社会的な連帯の一単位に加えて
「友情の熱情」を実社会の男とのあいだに樹立したと考えたとき，妻との絆の成就を感動
する以上に興奮し，昂揚感をおぼえるのである。
　盲目の男は，イザベルとの孤独な自己充足感にひたり，感覚の世界に完壁な市民権を保
っていたが，そこはあくまでも隔絶の小世界でしがなかった。そこで，小世界の閉ざされ
ていた扉を開き，「知の意識」に向かって「血の意識」の伝道を行こない，両者の結婚を
果たそうとして成功したかにみえた。
　しかし一方の法廷弁護士はといえば，盲目の男の成功の興奮とは対照的に，「血の意識」
に洗礼されかかって「自分自身の弱さ」（his　own　weakness）に征服され，恐怖に戦いて
いる。その「弱さ」は，盲目の男の「血の意識」に対抗できないで畏縮した「知の意識」
であり，戦きは，「血の接触」によって「知」が活動不能に陥った状態である。
　二人の男はやがて，イザベルの待っている部屋にもどってくる。そして盲目の男が，
「奇妙な狂喜」（acurious　elation）を漂よわせながら，“We’ve　become　friends．”と妻に
告げるとき，その像は「不思議な巨人」（astrange　colossus）1こ擬せられている。一方の法
廷弁護士は，盲目の男に触れられたことに耐えられず「目はおちくぼみ，やつれて」，そ
の像は「殻のこわれた軟体動物」（amollusc　whose　shell　is　broken）に喩えられる。
　以前の盲目の男には，おのれの「暗闇」の存在様式や内部の力が苦痛ともなり，おのれ
を混乱させる原因ともなっていた。今や，「知の意識」との接触を通じて，閉塞の「血の
先見」がその出口をえて流れはじめたのだという勝利感が，そんな彼をして「不思議な巨
人」にみせているのである。そしてその成功者の前に，「純粋接触」の親密を否定してい
る「殻のこわれた軟体動物」がいる。これは，ロレンスの思想の系譜からいって当然の結
末とはいえ，「純粋接触」の拒否のゆえに復讐された知性の破壊された存在様式の比喩で
あり，崩壊の過程を歩みつづけてみずからの存在価値を喪失した「知の意識」の残骸にほ
かならない。
　そもそも知性とは，こわれるべき殻をかぶっていて実体などはなく，空喜なのだという
のであろうか。肉体の接触にしょせん耐えられる代物ではなく，外殻が崩れ，脆弱で「無」
の内部を露：呈した。
　“The　Blind　Man”の実験は失敗に終わったようである。　　　　　　　　　一
　ここで想起されるのが，「変わっていて，皮肉な結末」というロレンスの書簡中の言葉
である。この意味は二つの角度から考察できそうである。
　その一つは，物語の進展がおこす慣性から考えるときである。「暗闇」∴「熱い動物の
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生命」，「純粋接触」，「血の先見」などとロレンス教の教義が項目別に説かれ，そして
盲目の男が視覚化されないおのれの姿の巨大さを妻に教えることによって，「血の意識」
の教義を実践してみせた。妻は驚異を感じた。さらに彼は，法廷弁護士にも伝道し，彼を
改宗させることができたように歓喜した。物語はあきらかに「血の意識」の信仰を肯定し，
強化する方向に進展していた。しかし，この盲目の男の勝利の予想は，作品の最後でみご
とにくつ返されるのである。
　「血の意識」が盲目の男をして「ぼくたちは友人になったのだ」と謳わしめる勝利の凱
歌も，「知の意識」の残骸を前にしていてはいかに空しく響くかを，われわれは知らざる
をえない。「変わっていて，皮肉な結末」でしかない。
　もう一つは，物語におけるイザベルの機能から解するときである。彼女の役は物語を転
進させることにあることは，すでに述べた。作品の最後におけるモーリスの「不思議な巨
人」とバートラムの「殻のこわれた軟体動物」のコントラストは，そのイザベルの視点か
らの締めくくりのイメージである。「暗闇」の世界で盲目の男と協調し，同時に「明かり」
の世界を憧憬する批評活動をしていたイザベルである。彼女は二つの対立する価値を内包
し，二つの世界に平等に同盟していた。それは曖昧な結びつき方ではあるが，別の意味で
は客観的な姿勢の保持である。その中立の意識構造は，盲目の夫を「不思議な巨人」と，
法廷弁護士の友人を「殻のこわれた軟体動物」ととらえるときにも，ゆがんではいない。
映るがままに写している。この客観性は，男対男の「友情」のプロモーターとしての資格
条件であったが，他方では，その紐帯によってこえられるべき妻の立場をも暗に前提とし
ていたのである。こえられるべき妻によって，男の「友情の熱情」の挫折図が客観的に眺
められているというのも，「皮肉」である。
　“The　Blind　Man”の「皮肉な結末」は，「純粋接触」によって発見された女の実体も，
「友情」の実体も空しいものにしている。「不思議な巨人」と「殻のこわれた軟体動物」
の対照の背後に，苦渋と懊悩にみちた作者ロレンスの顔を想像することは，詮索にすぎる
ことかもしれない。しかし，彼の表情は，“You　Touched　Me”や“The　Horse　Dealer’s
Daughter”（1922）が書かれたときには，すこしは和むのであろうか。未婚の男と女が肉
体の接触一無目的の接触であれ一を機に結婚までこぎつけるには，“You　Touched
Me”まで待たねばならない。モーリスとイザベルが夫婦であることを考えあわすとき，
それは後退した線からの再出発となっているからである。“The　Horse　Dealer’s　Daughter”
は，肉体の丹念な接触がもたらす奇蹟的な回復力を謳っている。しかしそこでは，一人の
青年と一人の娘との肉体の接触であって，結婚という社会的なひろがりの感覚は退いてし
まっているからである。
　「純粋接触」による「友情の熱情」は浪費に終わったのであろうか。　　　’
